
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №83 

市議団ニュース 

 

連 絡 先    2014年 ６月29日号 

杉野 修   58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  平間益美 23－9519 

【議員団控室（市役所５F）の住所・久喜市下早見８５－３】  

「日本共産党久喜市議団ブログ」更新中です 

 

市
民
の
暮
ら
し
こ
そ
最
優
先
の
市
政
に 

６月議会 代表・一般質問終わる 

福
祉
・
医
療
の
充
実
を 

３
「
と
ね
っ
と
」
の
普
及
は
、
医
療
資
源

の
有
効
活
用
、
救
急
救
命
に
つ
な
げ
る
必

要
が
あ
る
。「
か
か
り
つ
け
医
」
へ
の
要
望
、

確
認
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。 

答 

地
域
完
結
型
医
療
を
進
め
る
も
の
で

あ
る
が
、
現
在
情
報
の
共
有
が
双
方
向
で

は
な
い
。
中
核
医
療
機
関
が
中
心
な
の
で
、

シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
発
展
途
上
に
あ
る
。 

４ 

少
子
化
対
策
チ
ー
ム
を
作
る
べ
き
と

要
求
し
て
き
た
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
庁
内
推
進
会
議
で
の
検
討
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
き
た
か
。 

答 
第
１
回
実
務
者
会
議
を
行
っ
た
。
全

所
属
部
署
か
ら
、
約
１
９
０
事
業
の
支
援

策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
今
後
検
討
し
、

児
童
福
祉
審
議
会
で
審
議
す
る
予
定
で
あ

る
。 

５ 

中
央
保
育
園
と
青
葉
保
育
園
の
改
修

に
つ
い
て 

答 

中
央
保
育
園
は
、
平
成
２７
年
度
に
改

修
工
事
を
、
工
事
期
間
中
は
保
育
場
所
を

他
に
移
す
予
定
。
青
葉
保
育
園
は
、
３
歳

児
室
の
床
の
張
り
替
え
を
行
う
。 

６ 

小
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設

置
を
早
急
に
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置

も
進
め
る
べ
き
だ
が
。 

答 

現
在
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
向
け
て

教
室
の
室
温
調
査
等
進
め
て
い
る
。
今
後

結
果
を
ふ
ま
え
、
順
次
設
置
し
て
い
く
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
状
況
に

応
じ
て
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
。 

７ 

少
人
数
学
級
を
進
め
る
べ
き
だ
が
。 

答 

教
育
委
員
会
連
合
会
や
多
く
の
関

係
機
関
が
国
に
要
望
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
動
向
を
見
守
り
た
い 

８ 

農
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し

電
気
を
売
る
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
取
り
組
み
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。 

答 

美
里
町
の
実
証
実
験
を
注
視
し
、
農

業
者
の
方
の
意
見
も
伺
っ
て
い
き
た
い
。 

９ 

新
た
な
焼
却
施
設
の
建
設
計
画
は

ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
。 

答 

久
喜
宮
代
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
更
新

の
た
め
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
協
議
を
す

べ
く
努
力
を
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら

協
議
に
入
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。 

１０
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
し
て 

は
な
ら
な
い
。
立
憲
主
義
、
平
和
憲
法
第 

９
条
を
守
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ 

る
久
喜
市
に
す
る
べ
き
で
は
。 

答 

国
会
に
お
い
て
将
来
に
疑
義
を
残

さ
ぬ
よ
う
に
十
分
議
論
を
行
い
政
府
の

責
任
で
解
決
し
て
い
く
べ
き
。
現
行
憲
法

の
平
和
主
義
の
理
念
は
堅
持
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
恒
久
の
平
和
を
願
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。 

１ 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
、
物
価
は

上
が
り
、
基
本
賃
金
は
２５
ヶ
月
連
続
で

下
が
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
上
消
費
税

の
増
税
で
暮
ら
し
は
成
り
立
た
な
い
。

市
民
の
声
は
市
長
に
届
い
て
い
る
の

か
、
市
民
の
実
態
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。 

答 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
社
会
制

度
の
安
定
化
、
後
世
の
負
担
軽
減
な
ど

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。 

２ 

国
か
ら
の
増
税
が
激
し
い
中
、
国

保
税
の
引
き
下
げ
と
介
護
保
険
料
、
水

道
料
金
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
だ
が
。 

答 

安
定
運
営
が
必
要
。
法
定
比
率
は

変
え
ら
れ
な
い
。
水
道
に
つ
い
て
は
基

幹
管
路
の
整
備
、
老
朽
管
の
更
新
が
必

要
、
安
心
安
全
な
水
供
給
の
た
め
適
正

料
金
で
あ
る
。 

 

東
京
理
科
大
学
か
ら
久
喜
キ
ャ
ン 

パ
ス
全
面
移
転
の
要
望
出
さ
れ
る 

 

東
京
理
科
大
学
は
平
成
５
年
４
月
、
久
喜

市
が
誘
致
開
校
し
ま
し
た
が
、
平
成
２４
年
６

月
に
は
、
平
成
２８
年
４
月
よ
り
２
年
生
以
上

を
東
京
の
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
、

１
年
生
の
み
を
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
す

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

久
喜
市
は
こ
れ
ま
で
東
京
理
科
大
学
の

誘
致
に
際
し
て
、
総
額
３０
億
円
、
周
辺
公
共

事
業
で
１０
億
円
を
支
出
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
一
部
移
転
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
と
と

も
に
、
定
員
拡
大
や
学
科
の
新
設
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
「
平
成
２８
年

３
月
を
も
っ
て
全
面
撤
退
し
た
い
」
と
し
た

要
望
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
極
め
て
遺

憾
な
決
定
で
白
紙
撤
回
を
求
め
、「
要
望
書
」

も
受
け
取
ら
な
い
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
久

喜
市
議
会
で
も
、
「
全
面
移
転
の
白
紙
撤
回

を
求
め
る
決
議
」
を
決
議
し
東
京
理
科
大
に

提
出
し
ま
す
。 

 

 

 

質問する渡辺まさよ議員 

 

市
民
に
寄
り
添
っ
て 

 

東京理科大久喜キャンパス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選挙の公約、地域の要求をかかげて 
 全力でがんばりました（各議員の一般質問） 

１ 

東
鷲
宮
駅
地
下
道
の
改
修
を 

問 

計
画
が
出
て
か
ら
１５
年
経
過

し
た
。
合
併
後
、
４
年
経
っ
た
。
市

民
は
一
日
も
早
い
着
工
を
待
っ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
協
議
は
済
ん
だ
か
。 

答 

出
口
と
駅
舎
の
床
と
が
平
行

に
な
る
よ
う
協
議
が
整
っ
た
。 

問 

東
側
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
か

ら
で
も
早
く
着
工
す
べ
き
だ
が
。 

答 

東
側
は
市
の
施
工
に
な
る
の

で
秋
前
に
は
か
か
り
た
い
。 

要
望 

壁
面
や
照
明
も
改
善
を
求

め
る
。 

２ 

東
鷲
小
学
童
保
育
に
つ
い
て 

問 

工
事
・
完
成
予
定
は
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
広
場
は
残
す
べ
き
だ
が
ど

う
か
。 

            

答 

完
成
は
、
平
成
２７
年
３
月
完
成

の
予
定
。 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
は
移
設
す
る
。 

３ 

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
を 

問
「
鷲
宮
運
動
広
場
」
と
Ｊ
Ｒ
東
鷲

宮
駅
西
口
の
「
駅
前
広
場
」
に
公
衆

ト
イ
レ
設
置
の
要
望
が
多
く
の
利
用

者
、
市
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
年

間
に
一
万
三
千
人
も
の
利
用
が
あ
る

運
動
広
場
に
不
便
な
簡
易
ト
イ
レ
し

か
な
い
。
早
急
に
都
市
環
境
や
市
民

の
利
便
性
を
優
先
し
た
街
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
だ
。 

答 

広
場
内
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が

と
れ
な
い
の
で
む
ず
か
し
い
。 

こ
の
ほ
か
、
神
社
通
り
に
信
号
機

を
設
置
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

       

１ 

久
喜
市
営
釣
り
場
の 

改
善
を
す
べ
き 

問 

こ
れ
ま
で
も
、
「
釣
れ
る
釣
り

場
、
や
す
ら
ぎ
の
場
」
を
め
ざ
し
改

善
を
す
る
べ
き
と
質
問
し
て
き
た
。 

平
成
26
年
度
の
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。 

答 

ダ
イ
バ
ー
に
よ
る
調
査
を
行

い
、
網
が
破
れ
て
い
る
箇
所
を
修
繕

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
改
善
が
必
要

な
状
態
で
あ
り
、
今
後
も
取
り
組
む
。

老
朽
化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。 

２ 

久
喜
駅
西
側
に
児
童
館
の
設
置

を 問 

老
朽
化
が
進
み
建
て
替
え
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
南
公
民
館
と
児
童

館
を
併
せ
持
つ
複
合
型
施
設
の
設
置

が
望
ま
れ
て
い
る
。 

               

答 

児
童
の
健
全
育
成
の
観
点
か

ら
重
要
な
施
策
と
考
え
る
。
今
後
、

久
喜
市
全
体
の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
中
で
引
き
続
き
検
討

す
る
。 

３ 

久
喜
市
デ
マ
ン
ド
交
通
の 

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は 

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
い
地

域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
、
民
間
事

業
者
と
の
共
存
共
栄
や
利
用
者
の

声
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。 

４
本
町
２
丁
目
、
市
道
５
０
１
４
号

線
は
冠
水
す
る
こ
と
が
多
く
、
早
急

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

答 

地
元
区
長
さ
ん
と
相
談
し
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
で
き
る
か
調
査

検
討
し
て
い
く
。 

                   

渡辺昌代
ま さ よ

議員 
 

杉野 修議員 

答 

ま
だ
、
市
民
へ
の
周
知
が
さ
れ
て
い

な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。 

問 

民
間
会
社
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後 

1
5
0
0

か
ら1

6
0
0

件
、
９
億
３
千
万
の
リ 

 

フ
ォ
ー
ム
需
要
が
あ
る
が
。 

答 

民
間
会
社
の
自
助
努
力
も
あ
る
。 

 

最
後
に
市
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。 

答
（
田
中
市
長
） 

 

・
秋
田
県
の
例
が
出
た
が
秋
田
産
の
材
料 

使
用
で
経
済
波
及
効
果
が
出
た
。 

・
地
元
業
者
の
育
成
は
大
事
で
あ
る
が
、 

市
外
業
者
を
排
除
は
で
き
な
い
。 

・
私
は
国
や
経
団
連
の
考
え
と
は
少
し
違 

う
。
個
人
資
産
を
増
や
す
も
の
と
考
え
て 

い
る
の
で
現
在
の
助
成
制
度
を
活
用
し 

て
い
く
。 

                  

１ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成 

制
度
創
設
を 

問 

県
内
で
実
施
の
自
治
体
数
は
。 

答 

26
年
度
は
36
市
・
町
で
あ
る
。 

問 

秋
田
県
、
京
都
府
与
謝
野
朝
で
は
補 

助
金
の
24
か
ら
25
倍
の
経
済
波
及
効
果 

が
あ
る
と
出
て
い
る
が
、
県
内
の
実
態
を 

ど
う
見
て
い
る
か
。 

答 

人
口
10
万
人
以
上
の
自
治
体
で
14
の

市
が
実
施
し
て
い
る
が
経
済
波
及
効
果
は

調
査
し
て
い
な
い
。 

問 

建
築
物
耐
震
補
強
等
助
成
金
交
付
事

業
制
度
の
利
用
度
は
。 

答 

２３
年
３
件
１５
万
円 

２４
年
１２
件
２

７
７
万
円 

２５
年
１０
件
２
０
７
万
円 

問 

件
数
、
金
額
が
少
な
い
の
は
適
用
が 

昭
和
56
年
以
前
の
建
築
物
だ
か
ら
で
は
な

い
の
か
。 

か
。 

       

１ 

水
道
料
金
引
き
下
げ
を 

消
費
税
が
増
税
さ
れ
、
年
金
が

引
き
下
げ
ら
れ
、
物
価
が
上
が

り
市
民
生
活
が
一
層
厳
し
く
な

っ
て
い
る
。
市
民
は
水
道
使
用

料
の
引
き
下
げ
を
求
め
て
い

る
。
引
き
下
げ
る
べ
き
。 

問 

平
成
25
年
度
の
現
金
残
高

の
見
込
み
額
と
、
収
支
計
画
と

の
差
額
は
ど
う
か
。 

答 

現
金
45
億
５
４
６
０
万
円
、

収
支
計
画
と
の
差
額
は
12

億

２
５
０
０
万
円
多
い
金
額
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

問 

久
喜
市
の
水
道
料
金
、
13
ミ

リ
口
径
で
10
㎥
使
用
時
、
県
内

の
順
位
は
。 

答 

高
い
ほ
う
か
ら
１
位
で
す
。 

               

問 

水
道
料
金
算
定
要
領
で
、
「
料
金

の
安
定
性
、
期
間
的
公
平
性
、
料
金

原
価
の
妥
当
性
、
今
後
の
社
会
経
済

情
勢
等
を
考
慮
し
、
定
期
的
に
見
直

し
す
る
」
と
し
て
い
る
。
見
直
し
す

る
べ
き
。 

答 

下
が
る
こ
と
に
な
る
か
、
上
が
る

こ
と
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

見
直
す
。 

２ 

冠
水
対
策
を
進
め
る
べ
き 

問 

市
は
冠
水
す
る
場
所
ご
と
の
「
冠

水
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て

い
る
。
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

業
務
を
進
め
る
た
め
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
公
開
は
し
な
い
。 

問 

栗
橋
東
６
丁
目(

栗
橋
ハ
イ
ツ)

五
霞
町
に
隣
接
す
る
冠
水
対
策
は
。 

答 

国
と
五
霞
町
で
対
策
を
進
め
る
。

秋
頃
か
ら
工
事
を
開
始
す
る
。 

東 

        

平間
へいま

益
ます

美
み

議員 石田利春議員 

 

 

 

 


